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第
一
節
溜
主
と
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学
芸
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
佛
教
大
学
名
抒
教
授

第
二
節
教
育
と
文
化
の
動
き

第
三
節
芸
能
の
展
開

第
四
節
近
世
中
後
期
の
姫
路
の
俳
諧
•
…
…
…
…
…
…

第
十
章
が
加
末
期
の
政
治
情
磐

第
一
節
欧
米
勢
力
と
の
接
触
…
…
…
…
…

第
二
節
安
政
開
港
後
の
政
治
的
潮
流
の
対
抗

第
三
節
維
新
前
後
の
姫
路
藩

付
図
（
別
袋
）

一
姫
路
城
下
浸
水
被
害
図

1

写
真
（
絵
図
総
カ
ラ
ー
）

2

解
読
図

大
阪
市
立
大
学
・
名
城
大
学
名
脊
教
授

姫
路
獨
協
大
学
教
授

第
五
章
酒
井
家
姫
路
藩
の
成
立

第
一
節
酒
井
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の
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と
姫
路
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領
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…
…
…
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…
…
…
•
•
関
西
学
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大
学
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榜
教
授

第
二
節
酒
井
忠
恭
・
忠
以
時
代
の
藩
政

第
三
節
酒
井
家
家
臣
団
の
構
成
と
家
中
屋
敷
の
構
造

第
六
章
近
世
巾
後
期
の
町
と
村

第
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節
近
世
中
後
期
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町
政
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
関
西
学
院
大
学
名
務
教
授

第
二
節
姫
路
町
内
の
構
造

第
三
節
米
価
の
高
脆
と
施
行

第
四
節
近
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村
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
•
•
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大
学
名
抒
教
授

第
五
節
灘
目
塩
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近
世
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展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
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学
栂
士

第
七
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産
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社
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第
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札
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…
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•
•
;
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
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•
神
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学
長

第
二
節
商
工
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展
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と
専
売
制
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
•
…
・
・
広
島
貼
立
文
書
館

第
三
節
姫
路
町
・
飾
万
津
・
網
干
湊
の
商
業
…
…
•
•
…
…
…
•
関
西
学
院
大
学
名
脊
教
授

第
八
浮
地
域
社
会
の
変
動

第
一
節
社
倉
制
度
の
成
立
と
村
方
騒
動
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
神
戸
女
子
大
学
湖
学
長

第
二
節
身
分
差
別
の
形
成
と
展
開
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
•
武
糾
川
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子
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学
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教
授
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発刊当時のチラシにつき既刊と表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。

こ
の
た
び
『
姫
路
市
史
』
第
十
六
回
配
本
、
本
組
第
四
巻
近
世
2
を
発
刊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
巻
は
本
編
第
三
巻
近
世
ー
の
続
編
で
あ
り
、
姫
路
藩
主
酒
井
氏

が
認
延
二
年
(
-
七
四
九
）
に
姫
路
へ
入
封
し
て
か
ら
明
治
維
新
期
に
い
た
る
ま
で
の
姫

路
市
域
の
歴
史
を
叙
述
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
名
著
「
姫
路
城
史
』
の
影
智
に
よ
っ
て

姫
路
城
を
中
心
に
し
た
胚
史
が
重
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
本
巻
は
酒
井

家
文
古
に
加
え
て
姫
路
町
の
町
方
文
苫
、
大
庄
屋
や
庄
屋
文
書
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
、
よ
り
曲
菜
か
な
近
憔
姫
路
の
歴
史
を
描
い
て
い
ま
す
。
衷
面
の
章
・
節
を
ご
党
に

な
れ
ば
そ
の
概
略
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
り
ま
す
。

1
、
最
近
、
兵
廂
県
立
歴
史
博
物
館
の
特
別
企
画
展
に
よ
っ
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
御

さ
ふ
い
ず
ぴ
ょ
う
ぷ

座
船
図
屏
風
の
左
斐
（
裏
面
の
写
真
）
に
は
、
将
軍
や
大
名
が
乖
船
す
る
御
座
船

七
一
艘
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
姫
路
藩
酒
井
家
の
御
座
船
は
市
川
の
河
口
に
当
た
る

あ
な
せ
し
ら
け
ん
か
た

阿
成
村
付
近
に
み
え
ま
す
。
そ
れ
は
白
地
に
朱
色
で
酒
井
家
の
家
紋
で
あ
る
剣
酢
漿

ば
み
も
ん
ふ
な
＇
や

L
u
'

る
し

草
（
剣
片
喰
）
紋
を
表
し
た
船
印
と
白
地
に
黒
線
を
引
い
た
帆
印
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

2
、
酒
井
家
文
書
の
な
か
に
「
家
臣
録
」
（
仮
称
）
と
い
う
史
料
が
三
種
類
あ
り
、
こ

れ
に
は
各
家
臣
の
禄
高
、
そ
の
変
遷
、
役
職
、
親
子
間
の
相
続
、
藩
士
問
の
姻
戚
関
係
、

伐
i
~
咎
の
履
歴
が
年
月
順
番
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
梢
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
硲
末
維
新
期
に
お
け
る
姫
路
藩
の
政
治
動
向
を
み
る
と
、

勤
王
派
は
中
・
下
級
武
士
、
佐
硲
派
（
保

守
派
）
は
上
・
中
級
武
士
と
い
う
一
般
的
な

構
図
は
、
姫
路
湘
の
場
合
に
も
当
て
は
ま

り
ま
す
。

こ
の
他
に
木
綿
専
売
制
、
固
京
倉
、
好

古
堂
、
風
羅
堂
と
い
っ
た
経
済
、
文
化
関
係

の
記
述
も
豊
富
で
す
。
本
巻
を
通
読
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
見
逃
さ
れ
て
き
た
近

世
中
・
後
期
以
降
の
姫
路
湘
の
歴
史
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ご
一
読
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
戦
め
い
た

し
ま
す
。
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刊
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